
















































































































側の、表札も い 重くて開かない木 扉を無理やり押して入らねばならない。入 と中には守衛が居て、誰何される。フラ ス人の聴衆も、最初どこが入り口だが見つからなかった、と零していた。物理的にも書類上でも、きわめて煩雑。よほど事情通でなければ、蛮勇を鼓舞しても、とても教室まで辿りつけない。
にもかかわらず、授業には毎回三〇名を超える出席があり、四回目の最終回は五〇名近くに



























































































aison franco-japonaise à Tokyo, Institut Franco-japonais à 
K
ansai などとの協力関係も、組織水準ではなお未開拓だが、日文研として将来深めてゆく可能
性が残されているだろう 大学の日本関係 教育・研究については、稿を改 ることとしたい。
 
︵国際日本文化研究センター教授︶
東京大学史料編纂所と日文研
榎
　
本
　　　
渉
東京大学には附置研究所として史料編纂所がある。前近代の日本史研究にたずさわる者なら
ば、名前を聞いたことのない者はおよそ存在しな ほど、これまで歴史研究に大きな役割を果たしてきた研究機関である。現在の史料編纂所に直接つな る前身組織は、一八六九年に明治天皇の詔を受けて維新政府が設置した史料編輯国史校正局である︵以下歴代の前身機関も併せ
